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“100％完璧なシステムはない”とい

われるようになかなか難しい。しか

し、企業や社会の発展に不可欠なIT

投資需要に応えるためには、プロセ

スの改善を含め、改革が必要です。

２つ目の目的は、社員満足度の向

上です。ソフトやシステム開発とい

う仕事は、非常に労働集約的な要素

の強い、個人的な負担を強いてきた

仕事です。こういった個々人の職人

芸的な労働集約型のワークスタイル

から脱却し、知恵と知識を共有し活

用する知識集約型のワークスタイル

へと変革することで、働く人の、よ

り豊かな自己実現を支援することで

す。プロセスを改善し、ワークスタ

イルを変革することは、品質の向上

にもつながります。

３つ目は、企業競争力の向上です。

小規模システムの増大、価格低減、短

納期化の流れの中で、いかに他社との

差異化を図り、競争優位性を

確保するかです。激化する競

争を勝ち抜くためには、事業

コンポーネントを明確化し、

各々の機能単位の競争力を高

め、本業のSI能力を徹底的に

強化する必要があります。弊

社は、「グローバルITイノベ

ータ」というビジョンを掲げています。

弊社のお客様が世界中の競争相手との

競争に勝つために、国際的レベルのベ

ストプラクティスを提供することが

我々の使命です。そのためには、国際

的な視点で我々自身の仕事の進め方や

ソフトウェア開発の方法などを変革

し、ありきたりのSIerではなく、一皮

剥けた国際競争力のある「スーパー

SIer」へと成長していきたいという強

い想いがあります。

―スーパーSIerへと脱皮するために

は、何が必要だとお考えですか。

山下 図１に示すように、①提案

から開発まで含む全体のプロジェク

ト管理能力、②先進的なシステム構

想力、提案力、③業務／業種特有の

ノウハウ、④高い技術力（ソフトウ

―貴社では、2006年度までの中期

経営計画の重点施策の一つとして、

「SI競争力強化」に取り組まれていま

すが、改めてその目的・狙いからお聞

かせください。

山下 SI競争力強化の目的は、大き

く３つあります。まず原点である一

つ目の目的は、なんといってもお客

様満足度の向上です。品質の良いも

のを低価格で、しかも要求どおりの

納期でお客様に提供することです。

QCD（品質、コスト、納期）に優れ

たシステムをお届けすることは、

SIerにとっては当然のことですが、

SI能力を徹底的に強化し、スーパーSIerを目指す

SI競争力強化施策の原点は、
お客様満足度の向上
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ェアエンジニアリング、ITテクニ

カルノウハウ）、⑤最適な調達力、

高度なシステム方式技術（品揃え・

低コスト）を高度なレベルで保持／

融合していることがスーパーSIer

としての要件だと考えています。

―今年度が「SI強化3年プログラム」

の最終年度となりますが、手応えはい

かがですか。

山下 SI競争力強化と称してはいま

せんでしたが、会社発足以来、QCD

活動やソフトウェアの生産性向上に

向けた取組みは、継続して行ってき

ました。平成19年３月末をゴールと

する「SI強化３年プログラム」は、

SIerとしてのコアコンピタンスを掘

り下げ、強化するために平成14年６

月に発足した「SI競争力強化委員会」

による第一期活動に続く、第二期の

活動です。第一期は、①繰り返しに

よるノウハウの蓄積、②PM（プロ

ジェクトマネージャ）育成、③メイ

ンフレームからCSS（クライアント

サーバシステム）化への対応を主眼

に活動を展開しました。平成16年か

らの第二期では、①プロセスの改

善・安定化、②業務ノウハウの蓄積、

③方式・プラットフォーム技術の整

備を柱に、図２に示すような施策を

展開中です。現在、それなりの成果

はでていますが、各施策の定着化と

いう面も含めまだまだこれからであ

り、やっと３合目くらいに到達した

かなという状況です。

―個々の施策については、本インタ

ビューに続く各論の頁でご紹介します

が、最近特に力を入れている施策につ

いてお聞かせください。

山下 特に注力しているのが“見え

る化”です。私どもは最近、ソフトを

つくりあげるプロセスの“見える化”

を宣言しました。これは、注文住宅の

ように、お客様に工事のプロセスを見

ながら進捗状況や品質を確認していた

だけるよう、開発プロセスを可視化し

ようという取組みです。プロセスの透

明化は、SI競争力強化の個別施策に位

置づけていますが、“見える化”は施

策全体に関係しています。“見える化”

に取り組むことで、仕事の中身がオー

プンになり、共有化も可能になります。

また、プロセスを細分化

することで、モジュール

化と分担が可能になり、

量産や共通化も可能にな

ります。今回、プロセス

の“見える化”の枠組み

を作り宣言しましたが、

コンテンツの“見える化”

も必要だと考えています。

―コンテンツの“見え

る化”とは、どのような

ことですか。

山下 これは、注文住宅の例で言え

ば、お客様にどんな家が建つのかが

見えるようにしようという取組みで、

“発注者ビュー”と称しています。

我々の業界で起こるいろんな問題の

多くは、システムの内容を書き表し

た「仕様」が、お客様にわかりやす

く書かれていないという点が根底に

あります。この業界特有の課題を解

決するために、このほどNTTデータ、

富士通、日本電気、日立製作所、構

造計画研究所、東芝ソリューション

の６社が結集し、「実践的アプローチ

に基づく要求仕様の発注者ビュー検

討会（略称：発注者ビュー検討会）」

を発足させました。これは、お客様

の視点にたって、これまで企業・プ

ロジェクトごとに異なっていた仕様

の記述方法及び合意方法について共

同検討し、その成果の普及を推進す

ることにより、IT産業全体のレベル

アップを図ろうというものです。

―最後に今後の抱負をお聞かせくだ

さい。

山下 SI競争力強化の活動は、こ

れで終わりということはありませ

ん。お客様の品質やコストに対する

ご要望は尽きることはありません

し、環境の変化もありますので、

「スーパーSIer」への脱皮を目標に、

平成 19年度以降も、第三期の活動

を展開していくつもりです。

―本日は有り難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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図2 SI競争力強化施策の体系

SI競争力強化は永久運動
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